
注１：せんだいメディアテーク

　2001 年、21 世紀の幕開けとともに仙台市にオープン

した複合公共施設。図書館やギャラリー、映像ライブラ

リーなどがあり、様々な情報の発信・収集拠点となって

いる。1995 年、設計競技において伊東豊雄建築設計事

務所が最優秀者に決定し、97年に着工。鋼管を組み合わ

せてつくられた「チューブ」と呼ばれる構造体によって、

ハニカム状の鉄骨フラットスラブ（床板）が支えられて

いる。「チューブ」には、空調設備・採光装置・階段な

どがあり、風・光・人の通り道となっている。また、南

面のファサードは、ガラス面が二重（ダブルスキン）に

なっており、熱効率を上げている。

　壁がなくどこまでも水平に拡がっていくような空間

に、老若男女様々な人が思い思いに活動している様子は、

現代にあるべき公共空間の在り方の一つの可能性を提示

している。

注２：みんなの家

　日本を代表する建築家、伊東豊雄・山本理顕・内藤廣・

隈研吾・妹島和世の５人が呼びかけた東日本大震災のた

めのプロジェクト。避難所や仮設住宅などの厳しい生活

を強いられている被災地に、「共同のリビングルーム」

のような建築をプレゼントしようとするもの。現在、熊

本県が行う「くまもとアートポリス」の一環として、事

業が進行中。TIMA に展示されている世界中から集めら

れた「みんなの家」のイメージスケッチは、せんだいメ

ディアテークでも展示された。

注３：大橋晃朗 (おおはしてるあき）

　1938 年愛知県生まれ。1992 年に逝去するまでに数々

の名作家具を生み出している。それらの家具の放つ、豊

かなイメージや社会的なメッセージからすると、大橋氏

に家具デザイナーという言葉はふさわしくない。家具を

探求し続けた思想家や歴史家のようなイメージだ。伊東

氏とも深く親交を重ねた大橋は、互いに強い影響を与え

合った関係だったに違いない。

　

T
I
M
A
の
敷
地
内
は
ぐ
る
っ
と
一
回

り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か

な
か
T
I
M
A
に
来
る
の
は
大
変
で
す
が
、

お
近
く
を
通
っ
た
際
は
、
少
し
休
憩
も
兼

ね
て
、
敷
地
内
を
散
歩
し
て
く
だ
さ
い
。

途
中
に
伊
東
建
築
の
大
型
模
型
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
一
緒
に
見
れ
ば
、
無

料
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
楽
し
め
ま
す
。

散
策
に
ぴ
�
た
り
な

回
遊
で
き
る
敷
地

10

　

ス
テ
ィ
ー
ル
ハ
ッ
ト
に
は
、
と
て
も
眺

め
の
良
い
テ
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。
鉄
板
で

覆
わ
れ
た
空
間
は
、
ま
る
で
船
の
デ
ッ
キ

の
よ
う
で
す
。
普
段
は
、
立
入
禁
止
な
の

で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
同
行
で
登
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
お
客
様
が
多
い
時
な
ど
は
、

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

船
の
デ
�
キ
の
よ
う
な

ス
テ
�
�
ル
ハ
�
ト
の
テ
ラ
ス
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シ
ル
バ
ー
ハ
ッ
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
置

か
れ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
休
憩
が
で

き
ま
す
。
冬
は
ち
ょ
っ
と
寒
い
と
思
い
ま

す
が
、
夏
は
風
が
通
り
抜
け
て
、
本
当
に

気
持
ち
の
良
い
空
間
で
す
。
ま
た
、
こ
こ

か
ら
見
る
夕
日
は
格
別
で
す
。
サ
タ
デ
ー

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
一
緒
に
夕
日
を
眺
め
ま
し
ょ
う
。

シ
ル
バ
�
ハ
�
ト
の

ワ
�
ク
シ
�
�
プ
ス
ペ
�
ス
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青
一
色
の
部
屋
を
抜
け
る
と
、
高
さ
約

10
m
の
見
上
げ
る
よ
う
な
空
間
が
あ
り
ま

す
。そ
の
壁
一
面
に
は
、世
界
中
の
建
築
家
、

大
学
生
、
市
内
の
小
学
生
が
描
い
た
被
災

地
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
み
ん
な
の
家
（
注

２
）」
の
イ
メ
ー
ジ
ス
ケ
ッ
チ
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
震
災
に
対
し
て
、
建
築
家
が

ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
か
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
経
て
�

建
築
家
は
何
を
考
え
た
？
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大
橋
晃
朗
さ
ん
（
注
３
）
は
、
伊
東
さ

ん
を
始
め
、
多
く
の
建
築
家
と
親
交
を
重

ね
た
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。
伊
東
さ
ん

設
計
の
「
八
代
市
立
博
物
館
」
の
た
め
の

家
具
が
遺
作
と
な
り
、
１
９
９
２
年
に
こ

の
世
を
去
り
ま
し
た
。
そ
の
大
橋
さ
ん
の

家
具
が
シ
ル
バ
ー
ハ
ッ
ト
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
情
の

家
具
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
橋
晃
朗
さ
ん
の

夢
の
あ
る
家
具
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エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
抜
け
る
と
、

青
一
色
の
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

小
さ
な
建
築
模
型
が
、瀬
戸
内
海
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
島
々
に
載
せ
ら
れ
、
島
の
間
に
は

様
々
な
分
野
の
人
や
伊
東
事
務
所
ス
タ
ッ

フ
の
、「
建
築
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
問
い
か

け
る
言
葉
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

島
々
を
巡
り
な
が
ら
、
建
築
の
航
海
へ
と

旅
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

建
築
�
て
何
だ
ろ
う
？

�
模
型
と
メ
�
セ
�
ジ
か
ら
�

3

　

シ
ル
バ
ー
ハ
ッ
ト
の
図
書
閲
覧
ス
ペ
ー

ス
に
は
、
今
ま
で
の
伊
東
さ
ん
の
建
築
図

面
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
の
建
築

を
つ
く
る
た
め
に
、
膨
大
な
図
面
が
書
か

れ
て
い
る
こ
と
、
デ
ィ
テ
ー
ル
ま
で
徹
底

す
る
こ
と
で
気
持
ち
の
良
い
空
間
が
で
き

る
こ
と
な
ど
、
建
築
の
奥
深
さ
と
裏
側
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
資

料
は
全
国
的
に
見
て
も
大
変
珍
し
い
で
す
。

他
で
は
見
ら
れ
な
い
�

貴
重
な
建
築
ア
�
カ
イ
ブ
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ス
テ
ィ
ー
ル
ハ
ッ
ト
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
は
、
伊
東
さ
ん
の
代
表
作
「
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
（
注
１
）」
の
模

型
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
模
型
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術

館
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
程
、
貴

重
な
も
の
で
す
。
チ
ュ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る

透
明
な
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
る
美
し
い
建

築
の
姿
は
必
見
で
す
。

せ
ん
だ
い
メ
デ
�
ア
テ
�
ク

コ
ン
ペ
テ
�
シ
�
ン
モ
デ
ル
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イ
ベ
ン
ト
や
図
書
閲
覧
の
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
ハ
ッ
ト
。

元
々
は
伊
東
さ
ん
の
ご
自
宅
で
し
た
。

１
９
８
４
年
に
竣
工
し
、東
京
中
野
に
建
っ

て
い
た
も
の
は
既
に
解
体
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
新
し
く
大
三
島
で

再
生
し
ま
し
た
。シ
ル
バ
ー
ハ
ッ
ト
は
、「
日

本
建
築
学
会
賞
」
と
い
う
建
築
界
で
名
誉

あ
る
賞
も
受
賞
し
た
名
作
建
築
で
す
。

伊
東
豊
雄
さ
ん
の
元
自
宅

シ
ル
バ
�
ハ
�
ト
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展
示
棟
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ル
ハ
ッ
ト
は
、

多
角
形
を
組
み
合
わ
せ
た
か
た
ち
を
し
て

い
ま
す
。
室
内
は
垂
直
の
壁
が
一
つ
も
な

く
、
天
井
に
い
く
に
つ
れ
拡
が
っ
た
り
、

狭
ま
っ
た
り
。
床
の
大
き
さ
は
一
緒
だ
け

れ
ど
、
壁
の
具
合
で
全
く
違
う
部
屋
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
普
段
見
慣
れ
た
空
間
と
は

大
分
違
い
ま
す
が
、
入
っ
て
み
る
と
そ
の

心
地
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
テ
�
�
ル
ハ
�
ト
の

包
ま
れ
る
よ
う
な
空
間

　

の
ポ
イ
ン
ト

T
I
M
A
を
楽
し
む
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T
I
M
A
の
楽
し
み
方
を
10

の
ポ
イ
ン
ト
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
�
こ
れ
を
読
ん
で
�
是
非

ご
来
館
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
�
開

館
時
間
は
9
時
�
17
時
�
休
館
日
は
原
則
月
曜
�

観
覧
料
は
一
般
800
円
・
学
生
400
円
で
す
�

て
る
あ
き


